
概　要
L・Mole工法はベースマシン一体型の圧入機を使用して、
鋼製ケーシングを揺動または回転圧入しながら、内部を専用
掘削バケットで掘削し所定の深さの立坑を構築する工法。鋼
製ケーシングを使用するため、矢板やライナープレートのよ
うに地盤改良等の補助工法を必要とせず、水中掘削をするこ
とにより地下水にも対応可能。また、圧入装置と駆動源とな
るベースマシンが一体化されており、反力を大きくとること
ができるため深い立坑に対応でき、専用の掘削バケットを使
用するので、掘削作業能率が良く施工時間を短縮できる。さ
らに、圧入装置部分をベースマシンで吊り上げることにより、
自走することが可能で現場内の移動が容易である。

【LMV-2000-RX4】
旋回用油圧モータを４台に増設した高トルクで施工できる
立坑機。掘削深が15mを超える大深度の施工も対応。

 

【LMV-2000ACE-RX】
小型・高性能タイプで、二段伸縮（三段）ショートブーム
の採用により、作業時の全高が低い。

特　長
１．L・Mole工法では、揺動型および全旋回型立坑構築機が
あり、揺動型立坑構築機LMVおよび全旋回型立坑構築機
LMV-Rはφ1200～φ5000mmまでの立坑に対応可能。
２．刃先に超硬チップを取り付けることにより、岩盤や転石
等の施工が可能になり、軟弱地盤から硬質土までの幅広い
土質に対応できる。
３．工法独自の破砕装置（油圧ブレーカ）を開発しており、
岩盤施工にも対応可能。
４．L・Mole工法では、狭い場所や架空線の問題で、小型の
ベースマシンを使用した全旋回立坑構築機、施工高さを低
く抑えられる２段伸縮ブームを使用した掘削機、およびそ
れを併用した機種を供給している。
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仕　様
掘削口径 φ１５９０㎜ φ１８９０㎜ φ２０９０㎜

バケット容量 ０．２㎥ ０．３５㎥ ０．５５㎥
バケット開口径 φ１４１０㎜ φ１６９０㎜ φ１９００㎜

圧入力 ３９２kN〔４０ton〕
引抜力 ６８６kN〔７０ton〕

旋回トルク ８３０kN・ｍ〔８５ton・ｍ〕
旋回速度 ～１．９ min－１

エンジン出力 １２２kW／２０００min－１〔１６６ps / ２０００rpm〕
機械運転質量 ４５．６７ton(バケットφ２０００使用時)

仕　様
掘削口径 φ１５９０㎜ φ１８９０㎜ φ２０９０㎜

バケット容量 ０．２㎥ ０．３５㎥ ０．５５㎥
バケット開口径 φ１４７０㎜ φ１７３３㎜ φ１９９５㎜

圧入力 ３９２kN〔４０ton〕
引抜力 ６８６kN〔７０ton〕

旋回トルク ３９２kN・ｍ〔４０ton－ｍ〕
旋回速度 ２．０～０．３ min－１

エンジン出力 ７３．４ｋＷ／２０００min－１〔１００ps/ ２０００rpm〕
機械運転質量 ３３．７ton(バケットφ２０００使用時)
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